シーケンス制御実習4　
　　　　　　　－ワークシート－　３年２組　番氏名　　　　　　　
今日の実習の目標

・目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
課題1　≪　空気圧シリンダの往復動作　≫
　　写真1のようにシリンダをレイアウトし、以下の動作を完成させなさい。（手引書4－P.4参照）
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写真1.空気圧シリンダレイアウト
　①　スイッチX00を押すと、空気圧シリンダのアームが伸びる。
　②　前進端リードスイッチがONになると空気圧シリンダがOFFされアームが戻る。　　　　　
　③　後退端リードスイッチがONになると空気圧シリンダがONされアームが伸びる。
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課題2　タイマをつかった空気圧シリンダの往復動作

　①　スイッチX00を押すと、空気圧シリンダのアームが伸びる。

　②　前進端リードスイッチがＯＮになると、５秒後に空気圧シリンダがＯＦＦになりアームが戻る。

　③　後退端リードスイッチがＯＮになると、５秒後に空気圧シリンダがＯＮになりアームが伸びる。

　　　以上の工程の回路のプログラムを作成する。（手引書4－P.5参照）

応用実習（既習内容を活用して、課題を解決する力を測る）

応用実習１

　図7のように空気圧シリンダとコンベアをレイアウトし、以下の動作を完成させなさい。
（手引書4－P.6参照）


図7空気圧シリンダとコンベアの配置図

①入力スイッチX00を押すと、モータが回転するとともにコンベアが動作する。

②光電センサがワーク（物体）を感知すると、コンベアが停止する。
③シリンダが前進しワーク（物体）をコンベアから押し出す。

④ワーク（物体）を押し出すとシリンダが後退する。

プログラムを作成せよ。

応用実習2
　前述の課題を繰り返しできるようプログラムを変更しなさい。具体的には⑤の動作を追加する。

（手引書4－P.8参照）
①入力スイッチX00を押すと、モータが回転するとともにコンベアが動作する。

②光電センサがワーク（物体）を感知すると、コンベアが停止する。
③シリンダが前進しワーク（物体）をコンベアから押し出す。

④ワーク（物体）を押し出すとシリンダが後退する。

⑤ワーク（物体）がなくなると再びモータが回転しコンベアが動作する。

プログラムを作成せよ。
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	A   B   C
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